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       ＊平成28年度から大阪市にある大阪市立特別支援学校12校が府に移管されたため、大阪府立支援学校は、 
合計44校となり、初任者数は３７１人となった。 
 













































   初任者と比較すると、大学生の方が知っている割合が高い。 
また、３年間の平均でみると、大学生が、知っている順番は、 
① 発達障害 ②知的障害 ③聴覚障害 ④視覚障害 ⑤肢体不自由 ⑥病弱の順になる。 
初任者が、知っている順番は、 
① 知的障害 ②発達障害 ③肢体不自由 ④聴覚障害 ⑤視覚障害 ⑥病弱となる。 
いずれも「知っている」が少ないのは病弱であり、大学生 65.8%、初任者 55.1%となっている。 
その理由は、初任者については、学校数や配置人数が影響していると考えられる。（大阪で、
児童生徒数が最も多い知的障害対象の学校が 23 校（知肢併置校 5 校を含む）あり、初任者も多
く配属されている。また、最も少ないのが病弱対象の支援学校 2校である。） 
大学生については、病気の子どもは外見では分かりにくい場合があり、病院に入院している状
況も知らない場合が多いためであると考えられる。    
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上記の結果を、表にまとめてみると、[表２]の通りである。 
    











    回答の「２経験有り」の項目で、初任者について3年間の平均が、60%以上の７項目について、
大学生との比較を試みた結果、大学生で最も多いのは、25.5%の知的障害23「即時に具体的にほ
めているか」であるが、実際に経験する機会は少ないという結果になった。（[表２]参照） 
    １～７の項目について初任者は、学校で、6割から7割の初任者が日々経験している項目である
ことが分かる。 














































    
 



























































































































































































































































































































































































































キーワード 番号 評価の観点 ３知的障がい 　　　(参考)６発達障がい・自閉症
1)不必要な掲示はないか
2)前時の板書がきれいに消されているか












子どもの授業準備(構え)の確認 6 子どもの授業準備が出来ているかを確認しているか 9)指示に沿った授業準備ができているか
8)自分に必要なタイマー、カード等の授業準備
ができているか







































































































































































































































































2 位(71%)は知的障害 10)「具体物（教材教具）を提示して確認したか」 
3 位(70%)は知的障害 25)「成果の確認をして、褒めているか」 
で、「1知っている」も合わせてみると、 
1 位：知的障害 6)（90%） 
2 位：知的障害 10)（92%） 





      一方、大学生の場合は、2014 年度の調査結果では、 
1 位（％）：知的障害 23)「即時に具体的にほめているか」 
2 位（％）：知的障害 11)「流れを視覚的に理解しやすい工夫をしているか」 
3 位（％）：知的障害 25)「成果の確認をして、褒めているか」 
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In the 2014th and 2015th bulletin article, “The Study on the Development of the Program to Train 
Teachers for Special Needs Education from a Perspective of Instructional Methods”, we conducted 
the survey to examine the points to be considered in special needs education, utilizing “the 
evaluation sheet for the improvement of daily educational practice (classroom version)”. As a result, 
by comparing with the 2014th newly appointed teachers of the schools for special needs education 
in Osaka prefecture, we identified basic consideration point which is necessary in special needs 
education. 
 This study analyzed the data from 2014 to 2016 questionnaire survey, and found how to adopt 
effectively the knowledge and practice of the basic points of consideration to teacher training at 
university. 
 We developed the program necessary for training the practical skills matched with need in various 
fields of special needs education. Moreover, we utilized it in the lecture, and examined the 






 [表６][改訂版]「授業改善にむけてのふりかえりシート」（2014.4.1梅花女子大学）   (2ﾍﾟｰｼﾞ) 
[表７]回答記入用紙（大学生調査用）                           (1ﾍﾟｰｼﾞ） 
[表８]回答記入用紙（初任者調査用）                                             (1ﾍﾟｰｼﾞ) 
[表９]回答記入用紙（大学生 特別支援教育演習・サポート演習受講者用 ５件法でチェック） 


















































































前回のふりかえり 7 前の授業のふりかえりをしているか 10)教科書や前回の教材を用いて確認したか
11)前回の掲示教材やプリント、ノート等で確認し
たか 10)具体物（教材教具）を提示して確認したか



















































































































































































































































































































































































































































10) 9) 11) 8) 8)

































































本時のふりかえり 13 21) 24)
24)
25) 22) 18) 22)
5
次回予告と挨拶 14
22) 25) 26) 23) 19) 23)



















ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 18 27) 29) 32) 27) 24) 29)
教科特性に応じた対応
（教科名） 19


















知識・理解 23 31) 34) 38) 33) 29) 35)
  　[改訂版]授業改善にむけてのふりかえりシート（教室版）回答用紙　 調査日  2014.   .  　　　  №
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☆[改訂版]授業改善にむけてのふりかえりシート（教室版）回答用紙           年　   月　   日 №        .
質問①　知っている障害種別に○をつけてください： １ 視覚障害・ ２ 聴覚障害・ ３ 知的障害・ ４ 肢体不自由・ ５ 病弱・ ６ 発達障害、自閉症
質問②　下の表の配慮事項で、知らない項目には０・知っている項目には１・経験したことのある項目には２を記入してください
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本時のふりかえり 13 21) 24)
24)
25) 22) 18) 22)
5
次回予告と挨拶 14
22) 25) 26) 23) 19) 23)



















ｻﾌﾞﾃｨ-ﾁｬｰ(サブ)との連携 18 27) 29) 32) 27) 24) 29)
教科特性に応じた対応
（教科名） 19






















































  　[改訂版]授業改善にむけてのふりかえりシート（教室版）回答用紙　 調査日    .  　　　  №
質問①　知っている障害種別に○をつけてください： １ 視覚障害・ ２ 聴覚障害・ ３ 知的障害・ ４ 肢体不自由・ ５ 病弱・ ６ 発達障害、自閉症
質問②　下の表の配慮事項について、１していない・２気がつけばする・３時々する・４できるだけしている・５常にしているを記入してください
梅花女子大学（　　　　　　　　　 ）学部・（　　　回生）学籍番号（　　　　　　　　　　　　　　　）名前（　　　　　　　　　　　　　　　　）
1
2
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